
熊本市教育の情報化検討委員会

学習面、生活面、健康面の３つの視点に加え、学年や

発達段階による学習者用端末（タブレット）の活用に関

して、ご意見をお聞かせください。

自由討議
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熊本市教育の情報化検討委員会

〇学習面ー平成30年度から令和7年度までの全国学力学習状況調査の結果
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熊本市教育の情報化検討委員会

〇学習面

・タブレットの活用率は良好
・児童生徒と教員ともに効力感や有用性を感じている
・教員は児童生徒の書く力や切り替えの難しさを感じている
・全国学力調査の結果をみると、横ばいもしくは下降気味

→ さらなる授業改善（効果的な活用）の必要性がある

自由討議
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熊本市教育の情報化検討委員会

〇生活面ー平成30年度から令和6年度まで長期欠席者の推移
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熊本市教育の情報化検討委員会

〇生活面

・タブレットが生活面に与える影響についてはよくわからない
・インターネット等ができる家庭用端末を多くの児童生徒が所有し、
使用時間も学習用端末と比較して多い

・タブレットやスマートフォン、インターネット等に関するルールが
小学校90％、中学校88％にある

→ 家庭における端末の使用を含め、
使い方の指導をさらに働きかける必要性がある

自由討議
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〇健康面ー平成30年度から令和7年度までの視力の推移

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中１ 中2 中3

R7-H30 -0.3% -0.2% 0.9% 1.1% 2.5% 3.5% 3.2% 3.2% 3.4%
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増加率
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〇健康面

・視力に関しては、教員の多くが影響があると感じている
・視力1.0以下の児童生徒の割合見ると極端に低下してはいない

→ 使用時間と休憩時間の取り方や姿勢等の指導の必要性がある

自由討議
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自由討議
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自由討議

〇発達段階による違い

・学年や発達段階において、使用頻度や使用方法を変える
必要があるか

→ 学年が上がるにつれて、操作の習熟度や活用の質を
向上させる必要性がある

※熊本市版ICT教育モデルカリキュラムを作成・改訂
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端末 本体 カバー 持ち運び重量

新端末

iPad10世代
481g 570g 1,051g

Chromebook 約1,100～ 1,300g ー 約1,100～ 1,300g 

Windows
タブレット

約1,000～ 1,300g ー 約1,000～ 1,300g 

旧端末

iPad6世代
478g 250g 728g

旧端末

iPad7世代
493g 220g 713g

タブレット端末の重量の比較

外付け
キーボード

ー

ー

ー

285g
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〇その他

・児童生徒において、タブレットの持ち運びが重いという意見が多い

→ 令和7年度からの新端末は、キーボード付きのケースを
採用しているため、以前の端末より重いが、
ほかの種類と比較すると軽い

自由討議
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